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第 1 章

はじめに

ここでは、『CiscoMDS9000 Series ConfigurationGuideを使用している対象読者、構成、および
表記法について説明します。また、関連資料の入手方法の情報を説明し、次の章にも続きま

す。

•対象読者（1ページ）
•表記法（1ページ）
•関連資料（2ページ）
•マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート（3ページ）

対象読者
このインストレーションガイドは、電子回路および配線手順に関する知識を持つ電子または電

気機器の技術者を対象にしています。

表記法
このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

「注釈」です。役立つ情報やこのマニュアルに記載されていない参照資料を紹介してい

ます。

（注）

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述

されています。

注意

警告は、次のように表しています。
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「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。装置の

取り扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止策に留意し

てください。各警告の最後に記載されているステートメント番号を基に、装置に付属の

安全についての警告を参照してください。ステートメント 1071。

警告

関連資料
Cisco MDS 9000シリーズスイッチのドキュメンテーションには、次のマニュアルが含まれま
す。

Release Notes

http://www.cisco.com/c/en/us/support/storage-networking/mds-9000-nx-os-san-os-software/
products-release-notes-list.html

『Regulatory Compliance and Safety Information』

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/mds9000/hw/regulatory/compliance/RCSI.html

互換性に関する情報

http://www.cisco.com/c/en/us/support/storage-networking/mds-9000-nx-os-san-os-software/
products-device-support-tables-list.html

インストールおよびアップグレード

http://www.cisco.com/c/en/us/support/storage-networking/mds-9000-nx-os-san-os-software/
products-installation-guides-list.html

Configuration

http://www.cisco.com/c/en/us/support/storage-networking/mds-9000-nx-os-san-os-software/
products-installation-and-configuration-guides-list.html

CLI

http://www.cisco.com/c/en/us/support/storage-networking/mds-9000-nx-os-san-os-software/
products-command-reference-list.html

トラブルシューティングおよび参考資料

http://www.cisco.com/c/en/us/support/storage-networking/mds-9000-nx-os-san-os-software/
tsd-products-support-troubleshoot-and-alerts.html

オンラインでドキュメントを検索するには、次のWebサイトにある Cisco MDS NX-OS
Documentation Locatorを使用してください。

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/storage/san_switches/mds9000/roadmaps/doclocater.html
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マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手、Ciscoバグ検索ツール（BST）の使用、サービスリクエストの送信、追加
情報の収集の詳細については、更新情報を参照してください。

新しく作成された、または改訂されたシスコのテクニカルコンテンツをお手元で直接受信する

には、更新情報の RSSフィード [英語]をご購読ください。RSSフィードは無料のサービスで
す。
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第 2 章

Cisco MDS 9124V-K9スイッチの概要

CiscoMDS 9124V-K9スイッチは、24個の 8/16/32/64 Gbpsマルチスピードポートを備え、エネ
ルギーに制約のあるデータセンターに特に適した、強力でコンパクトな 1ラックユニット（1
RU）の SANファブリックスイッチです。このスイッチには、次の主要な機能があります。

•スイッチのすべてのファイバチャネルポートに一貫した 64 Gbps品質のパフォーマンス
を提供します。

•ライセンスを取得した 64 Gbpsファイバチャネルポートをサポートします。これは、8
ポート単位で最大 24ポートまで拡張できます。

•自動ゾーン、スマートゾーニング、スロードレインの検出と分離、仮想SAN（VSAN）、
VSAN間ルーティング（IVR）などのエンタープライズクラスの機能をサポートします。

•スイッチ間リンク（ISL）診断、主要なHBAベンダーによるHBA診断、リモートトラン
シーバーエラー統計の収集、プロトコルデコーディング、ネットワーク分析ツール、統

合された Cisco Call Homeなどのインテリジェントな診断ツールを提供します。

•ファブリック内のストレージデバイスにアクセスしている仮想マシンを可視化する仮想マ
シン識別子（VMID）をサポートします。

• HTTPベースの Cisco NX-APIをサポートします。リモートスクリプトによる RPCスタイ
ルのオンスイッチコマンド実行のためのものです。

•セキュア化されたハードウェアを提供し、ブートローダー、システムイメージローダー、
Joint Test Action Group（JTAG）インターフェイスなどの重要なコンポーネントへのアクセ
スを保護することで、悪意のある攻撃からシステム全体を保護します。

この章は次のトピックで構成されています。

•シャーシのコンポーネント（6ページ）
•ファンモジュール（12ページ）
•電源（13ページ）
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シャーシのコンポーネント
このセクションでは、シャーシのさまざまなコンポーネントについて説明します。

正面図

次の図に、スイッチの正面図を示します。

図 1 :スイッチの正面図
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固定 FCポート（24 x 8/16/32/64
Gbps、着脱可能な SFPまたは
SFP+互換）

8ファイバーチャネル暗号化ポー

ト（9～ 12）
1

FCポートステータスLED（24）9ファイバチャネルポートグルー

プポートグループは24個のポー
トで構成されます。

2

管理ポートのアクティビティ

LED（2）
10エアフローグリル3

管理ポートリンクステータス

LED（2）
11slot0 USB3ポート4

ファンステータス LED12RS232シリアルコンソールポー
ト（固定 RJ45コネクタ）

5

電源ステータス LED13mgmt0イーサネットアウトオブ
バンド管理ポート

（10/100/1000Base-T、固定 RJ45
コネクタ）

6

システムステータス LED14mgmt1イーサネットアウトオブ
バンド分析ポート

注：MGMT1 ETHポートはまだ
サポートされていません。

7

背面図

次の図に、スイッチの背面図を示します。

図 2 :スイッチの背面図

アースパッド6電源障害ステータス LED（PSU
ごとに 1つ）

1

シャーシ:ファンモジュール
（4）

7電源装置ファン（PSUごとに 1
つ）

2
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電源装置のラッチリリース

（PSUごとに 1つ）
8電源装置のハンドル（PSUごと

に 1つ）
3

電源装置（2）9非スイッチ電源ソケット（IEC
C14、PSUごとに 1つ）

4

電源ステータス LED（PSUごと
に 1つ）

10シャーシファンモジュールリ

リースラッチ（ファンモジュー

ルごとに 2つ）

5

図 3 :背面パネルスロットの番号

シャーシファンモジュールス

ロット 3
4電源装置スロット 11

シャーシファンモジュールス

ロット 4
5シャーシファンモジュールス

ロット 1
2

電源装置スロット 26シャーシファンモジュールス

ロット 2
3

LED
スイッチの前面と背面の両方には LEDがあり、起動テストおよびオンライン操作中に、さま
ざまなシステムコンポーネントのステータスを示します。次の表に、各 LEDの位置とその色
の意味を示します。
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表 1 :スイッチのシャーシアクティビティ LED

状態ステータスカラー機能インジケー

タ

次のいずれかの状態です。

•システムが PSUから十分な電力
を受け取っていません。

•オペレーティングシステムが実
行されていません。

消灯消灯シャーシの

電力および

状態

PWR：電源
LED

（シャーシ

のフロント

パネル）

両方の PSUが取り付けられ、動作し
ています。

点灯緑

次のいずれかの状態です。

• PSUに障害が発生しました。

• PSUが取り外されました。

点灯赤
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状態ステータスカラー機能インジケー

タ

すべての診断に合格し、CiscoNX-OS
が実行されており、システムが動作

しています。

点灯緑システムス

テータス

STATUS：
ステータス
LED

（シャーシ

のフロント

パネル）

次のいずれかの状態です。

•システムは起動診断を実行して
います。

•システムはブート中です。

•マイナー温度しきい値を超えて
います。

点灯オレンジ

次のモジュールのいずれかでエアー

フロー方向が正しくありません。

•ファンモジュール：スイッチは
10～15秒でシャットダウンしま
す。

• PSU：スイッチは 10分後に
シャットダウンします。

•ファンモジュールと PSU：ス
イッチは 10分後にシャットダウ
ンします。

点滅赤

次のいずれかの状態です。

•起動中に診断テストに失敗した
か、別の障害が発生しました。

•メジャー温度しきい値を超えて
います。

点灯

すべてのシャーシファンモジュール

が動作しています。

点灯緑ファンの正

常性

FAN：ファ
ンの状態

（シャーシ

のフロント

パネル）

シャーシファンモジュールで障害が

発生しました。

点灯赤
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状態ステータスカラー機能インジケー

タ

PSUへの入力がありません。消灯緑電圧ステー

タス
PSU電圧ス
テータス
LED

（各 PSUの
フェースプ

レート）

PSUの出力は問題ありません。点灯

PSUの出力に問題がありますが、入
力は問題ありません。

点滅

PSUは正常に動作しています。消灯オレンジOperation
Status

PSU動作ス
テータス
LED

（各 PSUの
フェースプ

レート）

次のいずれかの状態が PSUに存在し
ます。

電圧オーバー

過電流

温度過上昇

ファンに障害が発生しています。

点灯

PSUに障害がありますが、まだ動作
しています。

点滅

シャーシファンモジュールは正常に

動作しています。

点灯緑ファンの動

作ステータ

ス

ラベルのな

い LED

（各ファン

モジュール

のフェース

プレート）

ファンモジュールのシャーシファン

に障害が発生しています。

点灯オレンジ

次の表では、スイッチのイーサネットポート LEDについて説明します。

状態ステータスLEDの場
所

リンクはありません。消灯左

物理リンクを示します。緑で点灯

リンクトラフィックはありません。消灯右

リンクトラフィックを示します。オレンジで点

滅

次の表では、スイッチのファイバーチャネルポート LEDについて説明します。

Cisco MDS 9124V-K9スイッチハードウェア設置ガイド
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状態ステータス

リンクがアップの状態です。緑で点灯

リンクがアップしており、ポートビーコンが

アクティブです。

緑の定期的な点滅

リンクが稼働しており、トラフィックがポー

トを流れています。

緑の断続的な点滅

ソフトウェアによってリンクがディセーブル

にされています。

オレンジに点灯

障害が発生しています。オレンジで点滅

リンクが確立されていません。消灯

ファンモジュール
スイッチファンモジュールには、シャーシに挿入したり、シャーシから取り外したりするた

めの固定ハンドルがあります。スイッチの自動シャットダウンを防ぐためには、少なくとも 2
つのファンモジュールが動作している必要があります。サポートされているファンモジュー

ルは最大4つです。これにより冗長性が提供され、ファンモジュールに障害が発生した場合で
も中断のない動作が可能になります。スイッチのファンモジュールはホットスワップに対応し

ているため、動作中にファンモジュールを交換しても、動作を中断させずにすみます。ファン

モジュールの交換中には、シャーシを通過する内部のエアーフローが変化します。内部のエ

アーフローが長時間妨げられると、事前に設定された温度しきい値を超えて、システムが自動

的にシャットダウンします。これは恒久的な損傷を防ぐためです。

図 4 :ファンモジュール

データセンターでのさまざまなホットアイルやコールドアイル、およびラックの冷却構成に

対応するため、2つのモデルのファンモジュールがあります。最初のタイプは、シャーシの背
面でポート側の吸気と排気を行うエアーフローに対応しています。2番目のタイプは、エアー

Cisco MDS 9124V-K9スイッチハードウェア設置ガイド
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フローが反対方向を向いており、シャーシ背面で吸気、ポート側の排気を行います。エアーフ

ローの方向は、各ファンモジュールに次のように示されています。

•赤：ポート側吸気エアーフロー

•青：ポート側排気エアーフロー

ファンモジュールの取り付けと取り外しの詳細については、電源装置の取り付けと取り外し

を参照してください。

電源
スイッチ PSUには、非スイッチ電源ソケット、PSUステータス LED、およびシャーシへの
PSUの挿入と取り外しのためのハンドルがあります。スイッチには、少なくとも1台の動作中
の PSUが必要です。最大 2台の PSUをサポートします。これにより冗長性が提供され、PSU
またはグリッドに障害が発生した場合でも中断のない動作が可能になります。PSUはホットス
ワップに対応しているため、動作中にPSUを交換しても、動作を中断させずにすみます。PSU
の交換中には、シャーシを通過する内部のエアーフローが変化します。内部のエアーフローが

長時間妨げられると、事前に設定された温度しきい値を超えて、システムが自動的にシャット

ダウンします。これは恒久的な損傷を防ぐためです。

図 5 : PSU

データセンターでのさまざまなホットアイルやコールドアイル、およびラックの冷却構成に

対応するため、2つのモデルのPSUがあります。最初のタイプは、シャーシの背面でポート側

Cisco MDS 9124V-K9スイッチハードウェア設置ガイド
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の吸気と排気を行うエアーフローに対応しています。2番目のタイプは、エアーフローが反対
方向を向いており、シャーシ背面で吸気、ポート側の排気を行います。エアーフローの方向

は、各 PSUに次のように示されています。

•赤：ポート側吸気エアーフロー

•青：ポート側排気エアーフロー

スイッチは、同時に両方のエアーフロータイプの PSUをサポートすることはできません。両
方の PSUが、ポート側排気 PSUであるか、またはポート側吸気である必要があります。

PSUのエアーフローの方向は、ファンモジュールのエアーフローの方向と一致する必要
があります。

（注）

PSUの取り付けと取り外しの詳細については、電源装置の取り付けと取り外しを参照してく
ださい。

Cisco MDS 9124V-K9スイッチハードウェア設置ガイド
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第 3 章

キャビネットおよびラックへの設置

•キャビネットおよびラックの要件（15ページ）

キャビネットおよびラックの要件
このセクションでは、次のタイプのキャビネットおよびラックが、0～ 40°Cの外部周囲温度
範囲に置かれた場合の Cisco MDS 9000シリーズスイッチの要件について説明します。密閉型
キャビネットを選択する場合は、次の熱検証済みタイプのいずれかを選択することをお勧めし

ます。

•標準穴あき型キャビネット

•ルーフファントレイ（下から上への冷却用）付きの 1枚壁型キャビネット

キャビネットおよびラックの一般的な要件

キャビネットまたはラックは、次のいずれかのタイプである必要があります。

•標準 19インチ、取り付け支柱がANSI/EIA-310-D-1992セクション 1に基づく英国ユニバー
サルピッチの規格に準拠している 4支柱 EIAキャビネットまたはラック。穴あきキャビ
ネットに固有の要件およびソリッドウォールキャビネットに固有の要件を参照してくださ

い。

•標準の、取り付け支柱が ANSI/EIA-310-D-1992セクション 1に基づく英国ユニバーサル
ピッチの規格に準拠している 2支柱 Telcoラック。

また、キャビネットまたはラックは、次の要件を満たしている必要があります。

•シャーシあたりの縦方向の最小ラックスペースは 1 RU、つまり 4.4 cm（1.75インチ）で
ある必要があります。

•取り付け支柱内側端の間の幅は、少なくとも 45.1 cm（17.75インチ）必要です。これは、
4支柱 EIAラックの場合、前方の 2本の支柱の距離になります。

• RUあたりの最小ラック負荷定格を次の表に示します。

Cisco MDS 9124V-K9スイッチハードウェア設置ガイド
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ラックタイプ

7.5ポンド（3.4 kg）EIA（4支柱）

6.8 kg（15ポンド）Telco（2支柱）

4支柱 EIAキャビネット（穴あき型または 1枚壁型）の場合：

• FCポートの光ファイバパッチケーブルの曲げ半径を考慮して、前面扉と前面の取り付け
支柱の間の距離は 7.6 cm（3インチ）以上にする必要があります。

• Ciscoラック取り付けキットを取り付けられるように、前方取り付け支柱の外面と後方取
り付け支柱の外面の距離は、66～81cm（26～32インチ）となっている必要があります。

•シャーシの背面とキャビネットの穴あき型背面ドア間（使用する場合）の距離は最小 7.6
cm（3.0インチ）です。キャビネットのエアーフローに必要だからです。

•シャーシと側およびラックまたはキャビネットの側面のスペースは不要（横方向のエアー
フローなし）。

•インターフェイスケーブルに必要なスペースは、最小 7.6 cm（3インチ）、モジュールハ
ンドルは最小 25 mm（1インチ）です。

•キャビネットでオプションのジャンパ電源コードが使用できます。

• Cisco MDSスイッチは、シスコのラック（Cisco R42612など）および PDUと互換性
があります。

（注）

穴あき型キャビネットの要件

前面背面エアーフローを実現するために使用する穴あき型キャビネットは、キャビネットおよ

びラックの一般的な要件のセクションに示した要件のほかに、次の要件も満たしている必要が

あります。

•前面扉および背面扉の全体に穴があり、面積の 60%以上の穴が開いていること。扉の高
さの 1 RUあたり 96.7平方 cm（15平方インチ）以上開いていること。

•上面も面積の 20%以上の穴が開いているものを推奨します。

•冷却を強化するために、キャビネットの床は開いたままにするか、穴あき板を取り付ける
ことをお勧めしますが、必須ではありません。

リファレンス穴あき型キャビネット

これらの要件に適合する穴あき型キャビネットは、Rittal Corporationから入手できます。

Cisco MDS 9124V-K9スイッチハードウェア設置ガイド
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Rittal Corporation One Rittal Place Springfield, OH 45504 電話: (800) 477-4000

キャビネット P/N：Rittal 9969427 キャビネットの説明：PS-DK/OEM キャビネット アセンブ

リ、1998 x 600 x 1000（H x W x D）（42U）

1枚壁型キャビネットの要件
1枚壁型キャビネットは、キャビネットおよびラックの一般的な要件セクションに示した要件
のほかに、次の要件も満たしている必要があります。

•ルーフファントレイと冷却機構が利用可能なこと。このファントレイは、キャビネット
の最下部から空気を引き込んで最上部から送出するもので、ファントレイを通る、キャビ

ネット上部で必要なエアーフロー排出量は 849.5m3 /h以上です。

•下から上に適切に通気されるように、前面扉、背面扉、および両側面が存在し、すべて閉
鎖型（穴なし）であること。

•扉を閉じて十分なエアーフローを確保するため、キャビネットの奥行きが91.4～106.7 cm
（36～ 42インチ）であること。

•キャビネットの床面吸気口として、968平方センチメートル（150平方インチ）以上が開
いていること。

•吸気を妨げないように、最下部の機器を床面開口部から最低 1 RU（4.4 cm、つまり 1.75
インチ）上に設置できること。

Cisco MDS 9124V-K9スイッチハードウェア設置ガイド
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第 4 章

Cisco MDS 9124V-K9スイッチの設置

この章では、Cisco MDS 9124V-K9スイッチとそのコンポーネントの設置方法について説明し
ます。

システムの設置、操作、または保守を行う前に、Regulatory Compliance and Safety Information
for the Cisco MDS 9000 Family文書を参照し、安全に関する重要な情報を確認してください。

この装置は、立ち入りが制限された場所への設置を前提としています。立ち入り制限区

域とは、特別な器具、鍵、錠、またはその他の保全手段を使用しないと入ることができ

ないスペースを意味します。ステートメント 1017

警告

この機器の設置、交換、または保守は、訓練を受けた相応の資格のある人が行ってくだ

さい。ステートメント 1030
警告

•取り付け前（19ページ）
•スイッチの設置（26ページ）
•スイッチのアース接続（32ページ）
•コンポーネントの取り付けと取り外し（33ページ）

取り付け前

Cisco MDS 9000シリーズ Telcoおよび EIAシェルフブラケット
オプションの Telcoおよび EIAシェルフブラケットキット（部品番号 DS-SHELF=）は、設置
中にスイッチを一時的または永続的に支えることができます。前面ラックマウントブラケット

をラックマウントレールにしっかりと取り付けたら、シェルフブラケットは取り外すことが

できます。

Telcoおよび EIAシェルフブラケットキットは、次の構成をサポートします。

Cisco MDS 9124V-K9スイッチハードウェア設置ガイド
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• 2支柱 Telcoラック

• 4支柱 EIAラック

Telcoおよび EIAシェルフブラケットのオプションキットはスイッチに付属していませ
ん。キットを注文するには、スイッチのサプライヤにお問い合わせください。

（注）

このセクションでは、オプションのTelcoおよびEIAシェルフブラケットキットを使用して、
ラックまたはキャビネットにスイッチを取り付ける手順について説明します。

シェルフ設置の注意事項

•ラックにキャスタが付いている場合、ブレーキがかかっているか、または別の方法で
ラックが固定されていることを確認してください。

•このキットを EIAラックに取り付ける場合は、4つのラック取り付け支柱すべてに
シェルフを取り付けます。2本の支柱のみを使用した場合、EIA支柱の厚みが十分で
ないため、シェルフブラケットの曲がりを防止できない可能性があります。

注意

シェルフブラケットの取り付けの前に

シェルフブラケットを取り付ける前に、キットの内容を確認します。次の表に、シェルフキッ

トの内容を示します。

製品の説明数量

スライダブラケット2

シェルフブラケット2

クロスバー1

10-32 X 3/8インチプラスなべネジ2

12-24 X 3/4インチプラスネジ16

10-24 X 3/4インチプラスネジ16

必要な工具

設置には次の機器が必要です。

• No.2プラスドライバ

•巻き尺と水準器（シェルフブラケットが同じ高さになるようにするため）
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4支柱 EIAラックへのシェルフブラケットキットの取り付け

次の図は、4支柱EIAラックへのシェルフブラケットキットの取り付け方法を示しています。

図 6 : EIAラックへのシェルフブラケットキットの取り付け

クロスバー4ラック取り付け支柱1

10-32ネジ5シェルフブラケット2

スライダ支柱3

EIAラックにシェルフブラケットを取り付けには、次の手順に従います。

ステップ 1 上図に示すように、ラック取り付け支柱の内側にシェルフブラケットを配置します。シェルフブラケット
の前面にあるネジ穴と、前面ラック取り付け支柱にある穴の位置を合わせます。4本以上の 12-24または
10-24のネジを使用して、前面ラック取り付け支柱にシェルフブラケットを取り付けます。

シェルフブラケットの一番下の穴は、ラック取り付け支柱にあるラックユニットの一番下の穴

（1/2インチのスペースのすぐ上にある穴）と位置が合っている必要があります。
（注）

ステップ 2 他のシェルフブラケットで手順 1を繰り返します。

ステップ 3 シェルフブラケットの高さが揃っていることを確認します（必要に応じて水準器または巻き尺を使用）。

ステップ 4 上図に示すように、10-32ネジを使用して、シェルフブラケットにクロスバーを取り付けます。

ステップ 5 上図に示すように、スライダ支柱をシェルフブラケットに通します。それらを 4本以上の 12-24または
10-24のネジを使用して、背面ラック取り付け支柱に取り付けます。
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設置前の注意事項

エアーフローに関する考慮事項

スイッチには、スイッチを冷却するためのポート側吸気エアーフローまたはポート側排気エ

アーフローのどちらかが備わったファンモジュールと電源ユニットが付属しています。スイッ

チの FCポートをコールドアイルに向ける場合は、スイッチにポート側吸気ファンと、赤色の
カラーリングが施された電源モジュールが搭載されていることを確認します。スイッチのファ

ンと電源モジュールをコールドアイルに向ける場合は、スイッチにポート側排気ファンと、青

色のカラーリングが施された電源モジュールが搭載されていることを確認します。すべての

ファンモジュールと電源モジュールは、エアーフローの方向が同じである必要があります。

AC電源システムの接続に関する注意事項

Cisco MDS 9124V-K9スイッチの AC電源装置を設置場所の電源に接続するには、次の注意事
項に従ってください。

•電源の冗長性を確保するには、各電源を個別の給電部（少なくとも個別の分岐回路）に接
続する必要があります。

•各国および地域の規定に準拠した回路を使用してください。

•シャーシに電力を供給するAC電源コンセントには、アース付きのタイプを使用してくだ
さい。コンセントに接続するアース用導体は、施設のサービス供給装置の保護大地アース

に接続する必要があります。

設置に関するガイドライン

スイッチを設置するときは、次のガイドラインに従ってください。

•新しい各スイッチにはライセンスが必要です。ライセンスのインストール方法について
は、Cisco MDS 9000 Family NX-OS Licensing Guideを参照してください。

•スイッチを設置する前に、設置場所の構成を計画し、設置環境を整えます。

•スイッチの周囲に、保守作業と十分なエアーフローのためのスペースがあることを確認し
ます。エアーフローの要件は、技術仕様のセクションに記載されています。

•コールドアイルから冷気を吸気し、ホットアイルへ排気を行うように、スイッチがラッ
クに配置されていることを確認します。詳細については、エアーフローに関する考慮事項

のセクションを参照してください。

•空調が、技術仕様のセクションに記載されている熱放散の要件を満たしていることを確認
します。

•キャビネットまたはラックが、キャビネットおよびラックの要件のセクションに記載され
た要件を満たしていることを確認します。
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•シャーシが適切にアースされていることを確認します。スイッチを、アースされたラック
に取り付けるのでない場合には、シャーシのシステムアースと、設置場所の電源アースの

両方を、大地アースに接続することを推奨します。

•設置場所の電源が、技術仕様に記載された要件を満たしていることを確認します。使用可
能な場合は、電源障害に備えて無停電電源装置（UPS）を使用してください。

鉄共振テクノロジーを使用するタイプの UPSは使用しない
でください。このタイプの UPSは、Cisco MDS 9000シリー
ズなどのシステムに使用すると、データトラフィックパター

ンの変化によって入力電流が大きく変動し、動作が不安定に

なるおそれがあります。

注意

•電気回路の容量が、各国および地域の規格に準拠していることを確認します。

北米で 200/240 VACの電源を使用する場合、回路を 2極回路ブレーカーで保護する必要が
あります。

入力電力の損失を防ぐには、スイッチに電力を供給する回路

の合計最大負荷が、配線とブレーカーの定格電流の範囲内と

なるようにしてください。

注意

スイッチの開梱および確認

スイッチのコンポーネントを取り扱うときは、静電気防止用ストラップを着用し、モ

ジュールのフレームの端だけを持ってください。

注意

シャーシを輸送する場合に備えて、輸送用の箱は保管しておいてください。ヒント

スイッチは、厳密に検査した上で出荷されています。輸送中の破損や内容品の不足があ

る場合には、ただちにカスタマー担当者に連絡してください。シスコのサポートをシス

コのリセラーからご購入された場合は、リセラーに直接お問い合わせください。サポー

トをシスコから直接ご購入された場合は、シスコテクニカルサポートにご連絡くださ

い。

（注）

梱包内容を確認する手順は、次のとおりです。
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1. カスタマーサービス担当者から提供された機器リストと、梱包品の内容を照合します。次
の品目を含め、すべての品目が揃っていることを確認してください。

•アースラグキット

•ラックマウントキット

•静電気防止用リストストラップ

•ケーブルとコネクタ

•発注したオプションの品目（あれば）

2. 破損の有無を調べ、内容品の間違いや破損がある場合には、カスタマーサービス担当者に
連絡してください。次の情報を用意しておきます。

•発送元の請求書番号（梱包明細を参照してください）

•破損している装置のモデルとシリアル番号

•破損状態の説明

•破損による設置への影響

3. すべての電源とファントレイが、予想されるエアーフローの方向と合っているかどうかを
確認します。ポート側吸気エアーフローモジュールは赤色、ポート側排気エアーフロー

モジュールは青色です。詳細については、電源とファンモジュールのセクションを参照し

てください。

NEBS準拠性

ポート側吸気エアフローの場合、デフォルト状態のシャーシは Network Equipment-Building
System（NEBS）準拠ではありません。NEBS準拠にするには、次の手順を実行してNEBSキッ
トを取り付けます。

1. NEBSラックマウントブラケットをスイッチに取り付けます。

2. NEBSエアーバッフルの切り込みをブラケットのスロットに合わせ、バッフルの端をスラ
イドさせ、バッフルが所定の位置に固定されるようにして、バッフルを取り付けます。
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図 7 : 2支柱取り付け用の NEBSキット

図 8 : 4支柱取り付け用の NEBSキット

ノッチ3NEBSエアーバッフル1
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スロット4ラックマウント2

スイッチの設置方法の詳細については、4支柱ラックへのスイッチの設置および 2支柱ラック
へのスイッチの設置を参照してください。

スイッチの設置
この項では、ラックマウントキットを使用して、キャビネットおよびラックの要件のセクショ

ンに記載されている要件を満たすキャビネットまたはラックにスイッチを取り付ける手順につ

いて説明します。

4支柱ラックへのスイッチの設置
スイッチを取り付けるには、前面および背面取り付けガイドをスイッチに取り付け、スライダ

レールをラックの背面に取り付け、スイッチをスライダレール上でスライドさせ、スイッチを

ラックの前面に固定します。通常は、ラックの前面の方が、保守のためのアクセスが容易で

す。

始める前に

•届いたスイッチを確認し、注文したすべての部品が揃っているかを確認します。

•スイッチのラックマウントキットに次の部品が含まれていることを確認してください。

•ラックマウントブラケット（2個）

•ラックマウントガイド（2）

•スライダレール（2）

• M4 x 0.7 x 8 mmのさらネジ（12）

•ラックを所定の場所に取り付けて固定します。

•スイッチがNEBS標準を満たす必要がある場合は、準拠するように構成されていることを
確認してください。詳細については、NEBS準拠性のセクションを参照してください。

•スイッチのセットアップ方法を決定します。

1. 次のように、シャーシのどちらの端をコールドアイルに配置するかを決めます。

1. スイッチにポート側吸気モジュール（赤色のカラーリングのファンモジュール）
がある場合は、ポートがコールドアイル側になるようにスイッチを配置します。

2. スイッチにポート側排気モジュール（青色のカラーリングのファンモジュール）
がある場合は、ファンと電源装置がコールドアイル側になるようにスイッチを配

置します。
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2. シャーシをラックに出し入れする方法を決定します。ポート側を先に挿入するか、ま
たは背面側を先に挿入するかです。ラックの前面または背面のどちらに、設置および

保守中にシャーシを出し入れするためのより適切なスペースがあるかを検討してくだ

さい。ラックに最初に入れる必要のある方の端にガイドを、反対の端にブラケットを

取り付けます。

ステップ 1 次の手順に従って、スイッチに 2つのラックマウントブラケットを取り付けます。

1. 3個のネジ穴がシャーシ側面のネジ穴に合うようにフロントマウントブラケットを配置します。ラッ
クマウントブラケットの任意のネジ穴 3個を、シャーシ側面の 4個のネジ穴のうちの 3個に揃えるこ
とができます。使用するネジ穴は、ラックの要件とクリアランスの大きさによって異なります。クリ

アランスの詳細については、キャビネットおよびラックの一般的な要件を参照してください。

2. ラックマウントブラケットは、シャーシの前面または背面のいずれかに取り付けられます。その選択
は、シャーシのどちらの端を最初にラックに挿入するかによって決まります。シャーシの後端を先に

挿入する場合は、ブラケットをシャーシの前面に取り付けます。逆の場合も同様です。

図 9 :シャーシ前面へのラックマウントブラケットの取り付け

ラックマウント2.M4ネジ1.

3. 3本のM4ネジを使用してラックマウントブラケットをシャーシに固定し、1.36 N·m（12インチポン
ド）のトルクで各ネジを締めます。

4. ステップ1を繰り返し、スイッチの反対側にもう一方のラックマウントブラケットを取り付け、スイッ
チの前面から同じ距離に配置します。
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ステップ 2 アースされていないラックにシャーシを設置する場合、スイッチのアース接続で説明しているように、お
客様が用意したアース線をシャーシに接続する必要があります。ただし、アースされたラックにシャーシ

を設置する場合は、このステップは省略できます。

ステップ 3 スライダレールをラックまたはキャビネットに次のように設置します。

1. スライダレールに使用するラックまたはキャビネットの 2本の支柱を決定します。ラックまたはキャ
ビネットの 4本の垂直な支柱のうち、2本の支柱をラックマウントブラケットに使用し、残りの 2本
の支柱にはスライダレールを取り付けます。

2. スライダレールをラックの目的のレベルに合わせ、ラックのねじ山タイプに応じて 2本の 12-24ネジ
または 2本の 10-32ネジを使用して、ラックにスライダレールを取り付けます。12-24ネジは 3.39 N·m
（30インチポンド）のトルクで締め、10-32ネジは2.26N·m（20インチポンド）のトルクで締めます。

3. ステップ 3を繰り返し、ラックの反対側にもスライダレールを取り付けます。

スライダレールが同じレベルになっていることを確認するには、水準器やメジャーを使用するか、垂

直の取り付け支柱のネジ穴を慎重に数えます。

ステップ 4 次の手順に従って、スイッチをラックに差し込んで取り付けます。

シャーシ3.スライダレール1.
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ラックマウントネジ2.

1. スイッチを両手で持ち、スイッチの 2つのラックマウントガイドを、スライダレールが取り付けられ
ていないラックまたはキャビネットの支柱の間に合わせます。

2. ラックに取り付けたスライダレールにスイッチの両側の 2つのラックマウントガイドを合わせます。
ガイドをスライダレールに滑り込ませ、ブラケットがラックまたはキャビネットの 2本の支柱に触れ
るまで、慎重にラック内でスイッチをスライドさせます。

アース線をシャーシに接続した場合、アースラグが支柱の裏側に行くように、ラックマウン

ト支柱の 1つをわずかに曲げる必要があります。
（注）

3. シャーシを水平に保って、2本のネジ（ラックのタイプに応じて 12-24または 10-32）を、ラックまた
はキャビネットの支柱のケージナットまたはネジ穴を通るように、2つのブラケットに差し込みます
（合計 4本のネジを使用）。

4. 10-32ネジは 2.26 N·m（20インチポンド）で締め、12-24ネジは 3.39 N·m（30インチポンド）で締めま
す。

ステップ 5 アース線をシャーシのアースパッドに接続していた場合、線のもう一方の端を設置場所のアースに接続し
ます。

2支柱ラックへのスイッチの設置

始める前に

•スイッチがNEBS標準を満たす必要がある場合は、準拠するように構成されていることを
確認してください。詳細については、NEBS準拠性のセクションを参照してください。

•スイッチのセットアップ方法を決定します。

•次のように、シャーシのどちらの端をコールドアイルに配置するかを決めます。

1. スイッチにポート側吸気モジュール（赤色のカラーリングのファンモジュール）
がある場合は、ポートがコールドアイル側になるようにスイッチを配置します。

2. スイッチにポート側排気モジュール（青色のカラーリングのファンモジュール）
がある場合は、ファンと電源装置がコールドアイル側になるようにスイッチを配

置します。

•シャーシをラックに出し入れする方法を決定します。最初にポート側から挿入する
か、または最初に背面から挿入します。ラックの前面または背面のどちらに、設置お

よび保守中にシャーシを出し入れするためのより適切なスペースがあるかを検討して

ください。ラックに最初に入れる必要のある方の端にガイドを、反対の端にブラケッ

トを取り付けます。
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ステップ 1 次の手順に従って、スイッチに 2つのラックマウントブラケットを取り付けます。

1. 4個のネジ穴がシャーシ側面のネジ穴に合うようにフロントマウントブラケットを配置します。ラッ
クマウントブラケットの任意のネジ穴 4個を、シャーシ側面の 6個のネジ穴のうちの 4個に揃えるこ
とができます。使用するネジ穴は、ラックの要件とクリアランスの大きさによって異なります。クリ

アランスの詳細については、キャビネットおよびラックの一般的な要件を参照してください。

2. ラックマウントブラケットは、シャーシの前面または背面のいずれかに取り付けられます。その選択
は、シャーシのどちらの端を最初にラックに挿入するかによって決まります。シャーシの後端を先に

挿入する場合は、ブラケットをシャーシの前面に取り付けます。逆の場合も同様です。

図 10 :シャーシ前面へのラックマウントブラケットの取り付け

ステップ 2 アースされていないラックにシャーシを設置する場合、スイッチのアース接続で説明しているように、お
客様が用意したアース線をシャーシに接続する必要があります。ただし、アースされたラックにシャーシ

を設置する場合は、このステップは省略できます。

ステップ 3 2支柱ラックにスイッチを取り付けます。

1. 両手でスイッチを持ち、ラックの 2本の支柱の間に後ろ向きでスイッチを入れます。ラックマウント
ブラケットが 2本のラック支柱と接触するまで、スイッチを慎重に移動します。

2. シャーシを水平に保って、3本のネジ（ラックのタイプに応じて 12-24または 10-32）を、ラックまた
はキャビネットの支柱のケージナットまたはネジ穴を通るように、2つのラックマウントブラケット
に差し込みます（合計 6本のネジを使用）。
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図 11 :シャーシ前面から 2支柱ラックへスイッチを取り付ける

図 12 :シャーシ背面から 2支柱ラックへスイッチを取り付ける
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3. 10-32ネジは 20インチポンド（2.26 N·m）で締め、12-24ネジは 30インチポンド（3.39 N·m）で締めま
す。

ステップ 4 アース線をシャーシのアースパッドに接続していた場合、線のもう一方の端を設置場所のアースに接続し
ます。

スイッチのアース接続
スイッチとラックが金属間接続されたアースされたラックにスイッチを適切に取り付けると、

スイッチシャーシは自動的にアースされます。

また、お客様が準備したアースケーブルをシャーシのアースパッドと設置場所のアースに接

続することによりシャーシをアースすることもできます（これはラックがアースされていない

場合に必要です）。

この装置は、接地させる必要があります。アース導体を破損しないよう注意し、アース

導体を正しく取り付けないまま装置を稼働させないでください。アースが適切かどうか

はっきりしない場合には、電気検査機関または電気技術者に確認してください。ステー

トメント 1024

警告

装置を設置または交換するときには、必ずアースを最初に接続し、最後に取り外します。

ステートメント 1046

警告

ステップ 1 ワイヤストリッパを使用して、アース線の端から 1.9 cm（0.75インチ）ほど、被膜をはがします。

ステップ 2 アース線の被膜を取り除いた端をアースラグの開放端に挿入し、圧着工具を使用してラグをアース線に圧
着します。アース線をアースラグから引っ張り、アース線がアースラグにしっかりと接続されていること

を確認します。

ステップ 3 シャーシのアースパッドに貼られているラベルをはがします。2本のM4ネジを使用してアース線のラグ
をアースパッドに取り付け、1.3～ 1.7 Nm（11.5～ 15インチポンド）のトルクでネジを締めます。
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図 13 :スイッチのアース接続

2本のM4ネジを使用してアース
ラグをシャーシに固定します

3シャーシのアースパッド1

一方の端から 19 mm（0.75イン
チ）絶縁体を取り除いたアース

ケーブルをアースラグに挿入し、

所定の位置に圧着します

2

ステップ 4 アース線の反対側の端を処理し、設置場所の適切なアースに接続して、スイッチに十分なアースが確保さ
れるようにします。ラックが完全な接合によりアースされている場合は、ラックの購入先ベンダーが提供

するマニュアルで説明されているようにアース線を接続します。

コンポーネントの取り付けと取り外し

システムの稼働中は、バックプレーンに高電圧が流れています。保守を行う場合は注意

してください。ステートメント 1034
警告

作業中は、スイッチの静電破壊を防ぐため、必ず静電気防止用リストストラップを着用

してください。

注意

静電気防止用アースストラップの取り付け

ここでは、密閉された静電気防止用袋からシャーシを取り出す前の作業者の準備について説明

します。

次の図は、静電気防止用ストラップを手首に取り付ける方法と、袖口を地面に接続するコード

の接地方法を示しています。静電気防止用リストストラップは、作業者の静電気を制御する主

な手段です。
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これらのイメージは、説明用です。シャーシの実際の外観とサイズは異なる場合があり

ます。

図 14 :静電気防止用ストラップの着用

（注）
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図 15 :シャーシの取り扱い

電源装置の取り付けと取り外し

このセクションでは、スイッチの電源装置の取り付けと取り外しの手順について説明します。

電源装置の取り付け

一方の電源ユニット（PSU）でスイッチへの電力供給を続けながら、他方の電源ユニットを交
換することができます。
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始める前に

• n+n冗長性を実装するには、各PSUを個別の電源に接続する必要があります。それ以外の
場合、必要な電源は 1つだけです。

•交換用モジュールを取り付けるシャーシへのアース接続が存在する必要があります。通
常、シャーシはアースされたラックとの金属間接続によってアースされます。シャーシを

接地する必要がある場合は、スイッチのアース接続を参照してください。

ステップ 1 片手で PSUを下から支え、もう一方の手でハンドルを持ち、PSUのリリースラッチが右側になるように
回し、その後部（電気接続のある端）を開いている電源スロットに合わせます。PSUをスロット上で慎重
にスライドさせ、所定の位置に収まった手応えがあるまで移動させます。

PSUがスロットの開口部に収まらない場合は、ユニットを裏返してもう一度試してください。（注）

ステップ 2 リリースラッチを使用せずに PSUをスロットから引き出してみて、取り付け具合を確認します。

PSUが動かなければ、スロットにしっかりと固定されています。PSUが動く場合は、慎重に、手応えがあ
るまでスロットに完全に押し込みます。

ステップ 3 PSUの電源コンセントに電源ケーブルを接続します。

ステップ 4 電源コードのもう一方の端がPSUに適した電源に接続されていることを確認します。電源にスイッチがあ
る場合は、オンの位置にスライドします。

配電ユニットのコンセントの種類によっては、スイッチをコンセントに接続するために、オプショ

ンのジャンパケーブルが必要となる場合があります。

（注）

ステップ 5 PSUの LEDが両方とも緑色であることを確認して、PSUが動作していることを確かめます。PSU LEDの
意味については、LEDセクションを参照してください。

電源ユニットの取り外し

PSUの一方に障害が発生した場合、それを取り外すことができます。もう一方が、スイッチを
操作するのに十分な電力を供給します。

ステップ 1 電源ケーブルのプラグを持ち、PSUの電源ソケットからプラグを引き抜いて、PSUのLEDが両方とも消灯
するまで待ちます。

ステップ 2 PSUのハンドルを持ち、リリースラッチをハンドルの方向に押します。

ステップ 3 もう一方の手で PSUを下から支えながら、シャーシから引き出します。

ユニット背面の電気コネクタに触れないようにします。また、他の何かが接触してコネクタが損

傷しないようにします。

注意
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ファンモジュールの取り付けと取り外し

このセクションでは、スイッチのファンモジュールの取り付けと取り外しの手順について説明

します。

4つのファンモジュールの 1つを交換する場合、1分以内であれば、スイッチを稼働させたま
ま古いファンモジュールを外してしまい、新しいものと交換することができます。1分以内に
交換できない場合は、交換用ファンモジュールを手元に用意して交換作業ができるまで、元の

ファンモジュールをシャーシに置いたままにして、設計どおりのエアーフローを確保してくだ

さい。

動作中にモジュールを交換する場合は、交換用ファンモジュールのエアーフロー方向が

正しい、つまりシャーシ内の他のモジュールと同じエアーフロー方向であることを確認

してください。また、エアーフロー方向がコールドアイルから吸気し、ホットアイルへ

排気することを確認します。そうでない場合、スイッチが過熱しシャットダウンする場

合があります。

シャーシ内のモジュールすべてのエアーフロー方向を変更する場合は、スイッチをシャッ

トダウンしてから、すべてのファンおよび電源モジュールを他のエアーフロー方向を使

用するモジュールに交換する必要があります。動作中はすべてのモジュールでエアーフ

ロー方向が同じである必要があります。

注意

ファンモジュールの取り付け

新しいファンモジュールを取り付けるには、次の手順に従います。

始める前に

•スイッチが稼働中は、新しいファンモジュールを手元に用意して元のファンモジュール
を取り外してから 1分以内に取り付けるようにする必要があります。

•新しいファンモジュールは、スイッチに取り付けられている他のファンおよび電源モジュー
ルと同じエアーフロー方向になっている必要があります。これらすべてのモジュールは赤

色のカラーリング（ポート側吸気エアーフロー）または青色のカラーリング（ポート側排

気エアーフロー）になっている必要があります。

•ファンスロットからブランクプレートまたは既存のファンモジュールを取り外します。

ステップ 1 ファンモジュールのハンドルを持ち、ファンモジュールの背面（電気コネクタがある側）をシャーシの空
いているファンスロットに合わせます。

ステップ 2 ファンモジュールベイにファンモジュールを挿入し、手応えがあるまでスライドさせます。

ステップ 3 ステータスLEDが点灯し、緑になることを確認します。LEDの意味の詳細については、LEDを参照してく
ださい。
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ファンモジュールの取り外し

ファンモジュールは、システムの動作中に取り外しや交換を行っても、電気事故が発生したり

システムが損傷したりすることがないように設計されています。

Cisco MDS 9000シリーズスイッチには、シャーシ内の温度が特定の安全しきい値を超え
た場合に、システムをシャットダウンできる内部温度センサーが搭載されています。シ

ステム温度を正確に監視するため、温度センサーは、十分なエアフローがシャーシを通

過することを必要とします。ファンモジュールがシャーシから取り外され、エアフロー

が減少した場合、システムは温度センサー情報を無視します。そして検出されないまま

過熱することを防ぐために、5分後にシャットダウンします。ただし、高レベルの温度し
きい値を超えると、スイッチはすぐにシャットダウンします。

注意

ファンモジュールを取り外すときに、回転しているファンの羽根に手を近づけないでく

ださい。ファンブレードが完全に停止してからファンモジュールを取り外してくださ

い。ステートメント 258

警告

既存のファンモジュールを取り外す手順は、次のとおりです。

ステップ 1 取り外すファンモジュールで、ファンモジュールハンドルの両側を押して（ファンモジュールに接続し
ている部分に最も近い位置で）、モジュールがコネクタから外れるようにハンドルを引っ張ります。

ステップ 2 ハンドルを持ち、シャーシからモジュールを引き出します。

モジュール背面の電気コネクタに触れないようにし、他の何かが接触してコネクタが損傷しない

ようにします。

注意
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第 5 章

Cisco MDS 9124V-K9スイッチの接続

Cisco MDS 9124V-K9スイッチには、次のタイプのポートがあります。

•コンソールポート：ローカル管理用の接続に使用する RS-232ポート。

• MGMT 10/100/1000イーサネットポート：CLIや Fabric Managerなどを介して、IPアドレ
スでスイッチにアクセスして管理するために使用できる2つのイーサネットポート。イー
サネットポートの 1つを使用して、分析データをエクスポートすることもできます。

•ファイバチャネルポート：SANへの接続またはインバンド管理で使用できるファイバ
チャネルポート。

• USBポート：構成ファイルのバックアップやファイルへのログ記録に使用できる、USB
ディスク用の USBポート。

この章では、Cisco MDS 9124V-K9スイッチのさまざまなコンポーネントを接続する方法につ
いて説明します。

•ネットワーク接続の準備（39ページ）
•コンソールポートの接続（40ページ）
•管理ポートの接続（42ページ）
•ファイバチャネルポートへの接続（42ページ）
•スイッチの電源投入（46ページ）

ネットワーク接続の準備
設置場所でスイッチへのネットワーク接続を準備する際には、インターフェイスのタイプごと

に以下を考慮してください。

•各インターフェイスタイプに必要なケーブル

•各信号タイプの距離制限

•必要な他のインターフェイス機器
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コンポーネントを設置する前に、その他すべての外部機器およびケーブルを使用可能にしてお

いてください。

コンソールポートの接続
このセクションでは、RS-232コンソールポートを PCに接続する方法について説明します。
コンソールポートを使用すると、次の機能を実行できます。

• CLI（コマンドラインインターフェイス）を使用してスイッチを設定する。

•ネットワークの統計データおよびエラーを監視する。

• SNMPエージェントパラメータを設定する。

•ソフトウェアのアップデートをスイッチにダウンロードするか、フラッシュメモリに収め
られたソフトウェアイメージをアタッチされたデバイスに配布します。

•スイッチの初期構成の実行

•パスワード回復の実行

コンソールポートから PCへの接続
スイッチへのローカル管理アクセスのために、コンソールポートをPCのシリアルポートに接
続できます。

PCは、VT100ターミナルエミュレーションをサポートしている必要があります。セット
アップおよび構成時にスイッチと PCを通信させるには、ターミナルエミュレーション
ソフトウェア（一般的に HyperTerminalなどの PCアプリケーション）を使用します。

（注）

コンソールポートに PCを接続するには、次の手順に従います。

ステップ 1 管理ポートのデフォルト特性に合わせて、PCまたは端末のボーレートおよび文字フォーマットを次のよう
に設定します。

• 9600ボー

• 8データビット

• 1ストップビット

•パリティなし

ステップ 2 PCに必要なアダプタを通信ポートに接続します。これは、スイッチ用にRJ-45ソケットを提供するもので
ある必要があります。
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• DB-9シリアルポートの場合は、付属の RJ-45/DB-9メスアダプタを接続します。

• DB-25シリアルポートの場合は、付属の RJ-45/DB-25メスアダプタを接続します。

• USBポートの場合は、お客様が用意した USB/シリアルドングルを接続します。

ステップ 3 付属のコンソールケーブル（RJ-45/RJ-45ロールオーバーケーブル）の一端をコンソールポートに接続し
ます。PCの通信ポートに接続されているメスの RJ-45アダプタにもう一方の端を接続します。

モデムからコンソールポートへの接続

スイッチの起動中は、コンソールポートをモデムに接続しないでください。コンソール

ポートには、スイッチに電源を投入する前か、スイッチのブートプロセスが完了したあ

とで接続してください。

注意

スイッチの電源投入前にコンソールポートをモデムに接続するには、次の手順に従います。

ステップ 1 付属のコンソールケーブル（RJ-45/RJ-45ロールオーバーケーブル）をコンソールポートに接続します。

ステップ 2 コンソールケーブルのもう一方の端を、付属の RJ-45/DB-25アダプタに接続します。

ステップ 3 RJ-45/DB-25アダプタをモデムの DB-25ポートに接続します。

ステップ 4 スイッチの電源を投入します。スイッチは自動的に起動し、モデム接続には次のデフォルトのコンソール
ポート特性が適用されます。

• 9600ボー

• 8データビット

• 1ストップビット

•パリティなし

•デフォルトの初期化文字列（ATE0Q1&D2&C1S0=1\015）、以前に構成されている場合

これらの設定を変更する方法については、Cisco Fabric Manager Fundamentals Configuration Guideを
参照してください。

（注）

スイッチの電源投入後にコンソールポートをモデムに接続するには、次の手順に従います。

ステップ 1 システムの起動が完了し、システムイメージが実行されていることを確認します。

ステップ 2 付属のコンソールケーブル（RJ-45/RJ-45ロールオーバーケーブル）をコンソールポートに接続します。
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ステップ 3 コンソールケーブルのもう一方の端を、付属の RJ-45/DB-25アダプタに接続します。

ステップ 4 RJ-45/DB-25アダプタをモデムの DB-25ポートに接続します。

ステップ 5 Cisco Fabric Manager Fundamentals Configuration GuideおよびCisco NX-OS基本設定ガイドの指定に従って、
モデムを初期化して構成します。

管理ポートの接続
自動検知 10/100/1000Mbpsイーサネット管理ポートは、前面パネルの左側（MGMTETH0およ
びMGMTETH1というラベル）、コンソールポートの下にあります。MGMTETH0は、デフォ
ルトのイーサネット管理ポート（インターフェイスmgmt0）です。このポートは、アウトオブ
バンド管理およびリモートレシーバーへのデータストリーミングに使用されます。

MGMT ETH1は無効になっており、将来の使用のために予約されています。（注）

管理ポートを外部ハブまたはスイッチに接続する場合、モジュラ型の RJ-45、ストレート UTP
ケーブルを使用します。ルータに接続する場合、クロスケーブルを使用します。

ファイバチャネルポートへの接続
スイッチのファイバチャネルポートは、FCLCタイプの光ファイバ SFP+トランシーバおよび
ケーブルと互換性があります（SFPトランシーバのケーブルの取り外しおよび取り付けのセク
ションを参照）。これらのポートは、SANへの接続またはインバンド管理に使用できます。イ
ンバンド管理用にスイッチを構成する方法については、Cisco Fabric Manager Fundamentals
Configuration Guideまたは Cisco NX-OS基本設定ガイドを参照してください。

各トランシーバは、ケーブルの接続先のトランシーバと適合している必要があります。また、

信頼性の高い通信を実現するためには、ケーブル長の制限値を超えないようにする必要があり

ます。SFP+トランシーバは、個別に、またはスイッチと一緒に注文できます。

クラス 1レーザー製品です。ステートメント 1008警告

接続されていない光ファイバケーブルやコネクタからは目に見えないレーザー光が放射

されている可能性があります。レーザー光を直視したり、光学機器を使用して直接見た

りしないでください。ステートメント 1051

警告
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トランシーバを扱う際には、シャーシに接続した静電気防止用リストストラップを着用

してください。使用していない光コネクタにはカバーを付け、コネクタ端に触れないよ

うにします。光ファイバケーブルのコネクタに、埃、油、その他の汚れが付いていない

ことを確認してください。

（注）

SFPトランシーバのケーブルの取り外しおよび取り付け

光ファイバケーブルの損傷を防ぐために、ケーブルに公称制限値を超える張力をかけな

いでください。また、ケーブルに張力がかかっていない場合でも、ケーブルを半径2.5cm
（1インチ）未満になるまで強く曲げないでください。ケーブルに張力がかかっている場
合は、半径 5 cm（2インチ）未満に曲げないでください。

注意

SFPトランシーバへのケーブルの取り付け

ケーブルやトランシーバの破損を防止するため、トランシーバへのケーブルの取り付け

は、トランシーバをポートに設置してから行ってください。

注意

トランシーバにケーブルを取り付ける手順は、次のとおりです。

ステップ 1 静電気防止用リストストラップを着用して、使用法に従います。

ステップ 2 ケーブルのコネクタのダストカバーを外します。

ステップ 3 ダストプラグを、トランシーバのケーブル側から取り外します。

ステップ 4 ケーブルコネクタをトランシーバに合わせ、しっかりはまるまでコネクタをトランシーバに差し込みま
す。
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図 16 : LCタイプのケーブルをファイバチャネルポートへ接続する

LCコネクタには、トランシーバに一方向にのみ挿入できるようにするキーがあります。ケーブル
が取り付けにくい場合、ケーブルの向きを確認してください。

注意

接続を確認する手順については、Cisco Fabric Manager Fundamentals Configuration Guideおよび Cisco NX-OS
基本設定ガイドを参照してください。

SFPトランシーバからのケーブルの取り外し

•トランシーバからケーブルを引き抜くときは、ケーブルのコネクタ部分を持ってくだ
さい。コネクタの光ファイバケーブル端子が損傷することがあるので、ジャケット

スリーブを持って引っ張らないでください。

•ケーブルが抜けにくい場合は、ケーブルのラッチが外れているかどうか確認してくだ
さい。

注意

ケーブルを取り外す手順は、次のとおりです。

ステップ 1 静電気防止用リストストラップを着用して、使用法に従います。

ステップ 2 ケーブルのリリースラッチを押し、コネクタの接続部付近をつかんで、コネクタをトランシーバからゆっ
くり引き抜きます。

ステップ 3 ダストプラグを、トランシーバのケーブル側に差し込みます。

ステップ 4 ケーブルの端にダストカバーを取り付けます。
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SFPトランシーバの取り外しおよび取り付け

SFPトランシーバの取り外しおよび取り付けを行うと、耐用年数が短くなる可能性があり
ます。絶対に必要な場合以外は SFPトランシーバの取り外しおよび取り付けを行わない
でください。SFPトランシーバの取り付けまたは取り外しを行う際は、ケーブルやトラン
シーバの破損を防止するため、ケーブルを抜いた状態で行うことを推奨します。

警告

スイッチにはCiscoトランシーバのみを使用してください。各シスコトランシーバには、
そのトランシーバがスイッチの要件を満たしているかどうかをスイッチで確認できるよ

うに、モデル情報がコード化されています。

（注）

このスイッチは、次のタイプのラッチデバイスを備えたトランシーバをサポートしています。

•マイラータブラッチ

•留め具式ラッチ

SFPトランシーバの取り付け

SFP+トランシーバを取り付けるには、次の手順に従います。

ステップ 1 静電気防止用リストストラップを着用して、使用法に従います。

ステップ 2 FCポートからダストプラグを取り外します。

ステップ 3 トランシーバをポートに差し込みます。

トランシーバは、FCポートに一方向にしか挿入できません。トランシーバが取り付けにくい場合
は、トランシーバの向きと、タブやクラスプの位置が正しいかどうかを確認してからやり直して

ください。

注意

ステップ 4 ケーブルをトランシーバに接続しない場合は、トランシーバのケーブル側にダストプラグを取り付けま
す。付いていればそのままにします。

SFPトランシーバの取り外し

SFP+トランシーバを取り外すには、次の手順に従います。

ステップ 1 静電気防止用リストストラップを着用して、使用法に従います。

ステップ 2 接続されている光ファイバーケーブルがあれば取り外します。詳細については、SFPトランシーバからの
ケーブルの取り外しセクションを参照してください。
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ステップ 3 ポートからトランシーバを取り外します。

•マイラータブラッチ付きのトランシーバの場合、タブをまっすぐに（ひねらずに）ゆっくり引っ張
り、ポートからトランシーバを抜き取ります。

•ベールクラスプラッチ付きのトランシーバの場合、下方向にクラスプを押し開き、ポートからトラン
シーバを抜き取ります。

ステップ 4 トランシーバのケーブル側にダストカバーを挿入し、トランシーバを静電気防止用マットの上に置くか、
または静電気防止袋に入れます。

ステップ 5 別のトランシーバを取り付けない場合には、FCポートケージにきれいな状態のダストプラグを挿入して
保護します。

SFPトランシーバおよび光ファイバケーブルのメンテナンス
高精度の信号を維持し、コネクタの損傷を防ぐためには、SFPトランシーバおよび光ファイバ
ケーブルを常に埃のない清潔な状態に保つ必要があります。減衰（光損失）は汚れによって増

加します。減衰は 0.35 dB未満に抑える必要があります。

メンテナンスの際には、次の注意事項に従ってください。

• SFPトランシーバは静電気に敏感です。静電破壊を防止するため、トランシーバを扱う際
には、静電気防止用リストストラップを着用し、それをシャーシに接続してください。

•トランシーバは必要以上に抜き差ししないでください。取り付けおよび取り外しを頻繁に
行うと、耐用年数が短くなります。

•未使用の光接続端子には、必ずカバーを取り付けてください。埃が付着した場合には、埃
によって光ファイバケーブルの先端が傷つかないように、使用前に清掃してください。

•コネクタの端に触れないように注意してください。コネクタに指紋やその他の汚染が付着
するのを防ぐためです。

•設置する前に、埃の付着や損傷がないかケーブルを検査してください。損傷が疑われる場
合は、端を清掃し、露出計で光損失が過大になっていないかチェックします。

スイッチの電源投入
ここでは、スイッチの電源を投入し、コンポーネントの設置を確認する手順を示します。

作業中は、スイッチの静電破壊を防ぐため、必ず静電気防止用リストストラップを着用

してください。

注意
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コンソール接続を通してスイッチの初期構成が完了するまでは、管理ETH0ポートをLAN
に接続しないでください。このポートの接続手順については、管理ポートの接続セクショ

ンを参照してください。

（注）

このスイッチは、30分以内に起動するように設計されています。そのためには、すべて
の関連デバイスがすでに起動し、完全に動作している必要があります。

（注）

スイッチの電源を投入し、ハードウェアの動作状態を確認する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 十分な PSUとファンモジュールが取り付けられていることを確認します。

ステップ 2 電源ケーブルを電源に差し込み、ケーブルが誤って引き抜かれないように配置します。

配電ユニットのコンセントの種類によっては、スイッチをコンセントに接続するために、オプ

ションのジャンパ電源コードが必要となる場合があります。

（注）

ステップ 3 電源ケーブルのもう一方の端を、必要な電源仕様を持つ、設置場所の電源コンセントに接続します。

ステップ 4 スイッチのアース接続セクションで説明されているように、スイッチが適切に接地されていることを確

認してください。

ステップ 5 デバイスのシリアルコンソールポートに端末デバイスを接続します。詳細については、コンソールポー

トの接続セクションを参照してください。

ステップ 6 Power On Automatic Provisioning（POAP）を使用する場合は、必要なファイルが入った USBスティック
を USBポートに挿入します。

ステップ 7 設置場所の電源コンセントのスイッチをオンにします。スイッチが自動的に起動します。

ステップ 8 ファンの音に注意します。スイッチの電源を投入すると、ただちに動作を開始するはずです。

動作するファンモジュールがない場合、スイッチを起動しないでください（ファンモジュール

を交換する短時間は除きます）。CiscoMDS9000シリーズスイッチは、ファンモジュールが動
作していない場合、数分後には過熱状態になります。

（注）

ステップ 9 スイッチの起動が完了したら、LEDの点灯状態が次のようであることを確認します。

•ファンステータス LEDがグリーンに点灯。

•各 PSUの両方の LEDがグリーンに点灯。

•スイッチステータス LEDがグリーンに点灯。システム LEDがオレンジまたはレッドに点灯してい
る場合、環境モニタから問題が報告されていることを意味します。

•ケーブルが接続されていない場合、イーサネットポートのリンク LEDは点灯しません。

ファイバチャネルポートのLEDは、ポートがイネーブルになるまでオレンジのままです。
また、管理ポートの LEDは、ポートが接続されるまで消灯しています。

（注）
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ステップ 10 コンポーネントが正しく動作していない場合、それを取り外し、取り付け直してみます。それでも正常

に動作しない場合は、カスタマーサービス担当者に連絡し、製品を交換してください。

シスコのサポートをシスコのリセラーからご購入された場合は、リセラーに直接お問い合わせ

ください。サポートをシスコから直接ご購入された場合は、シスコテクニカルサポートにご連

絡ください。

（注）

ステップ 11 システムソフトウェアが起動し、スイッチが初期化され、エラーメッセージが生成されていないことを

確認します。問題が発生した場合は、Cisco MDS 9000シリーズシステムメッセージガイドを参照して
ください。問題を解決できない場合は、カスタマーサービス担当者に連絡してください。

ステップ 12 POAPを使用していない場合は、コンソール接続を介して自動的に起動されるセットアップスクリプト
を使用して、スイッチの初期設定を手動で完了します。

ステップ 13 今後の参照用に、「設置場所の準備およびメンテナンス記録」付属のワークシートに記入します。

スイッチの初回起動時は、基本的な構成ができるように、セットアップユーティリティが自動

的に起動します。スイッチの構成定手順、およびモジュール接続の確認手順については、Cisco
Fabric Manager Fundamentals Configuration Guideを参照してください。

（注）
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第 6 章

技術仕様

•スイッチの仕様（49ページ）
•電力仕様（50ページ）

スイッチの仕様
次の表に、スイッチの環境仕様を示します。

表 2 :スイッチの環境仕様

仕様説明

0～ 40°C（32～ 104°F）温度、動作時

-40～ 70°C（-40～ 158°F）温度、非動作時および保管時

10～ 90 %湿度（RH）、動作時（結露しないこと）

10～ 95 %湿度（RH）、非動作時および保管時（結露し
ないこと）

-60～ 2000 m（-197～ 6500フィート）高度（動作時）

次の表に、スイッチの物理的仕様を示します。

表 3 :スイッチの物理的仕様

仕様説明

4.37 x 43.94 x 45.72 cm（1.72 x 17.3 x 18イン
チ）（PSUおよびファンモジュールハンドル
を除く）

寸法（高さ X幅 X奥行）

シャーシには 1 RU（4.45 cmまたは 1.75イン
チ）必要

ラックスペース

Cisco MDS 9124V-K9スイッチハードウェア設置ガイド
49



仕様説明

未実装時 8.5 kg（18.73ポンド）重量

4.0 x 4.0 cm（1.575 x 1.575インチ）ファンの寸法（幅 X高さ）

4.09 x 4.06 cm（1.614 x 1.602インチ）ファンスロット開口部寸法（幅 X高さ）

• 500W AC、ポート側排気タイプ（スイッ
チあたり最大 2基）

• 500W AC、ポート側吸気タイプ（スイッ
チあたり最大 2基）

• AC入力：100～ 240 V AC（10 %範囲）

•周波数：50～ 60 Hz（公称）

• 80 PLUS Platinum認証

電源モジュール

•ポートの側の排気ファンを使用して背面
から前面へ（ポートに向かって）

•ポート側吸気ファンを使用して前面から
背面へ（ポートに吸い込む）

• 50CFM（0.02m3/s）、システムファンア
センブリ経由、25°C

• 100 CFM（0.04 m3/s）最大

過熱を避けるために、壁とシャーシ排気口の

間には最低 6.4 cm（2.5インチ）の空間、2台
のシャーシ間には最低 15.2 cm（6インチ）の
水平距離を確保することを推奨します。

スイッチの過熱やシャットダウンを防ぐため

に、スイッチの空気取り入れ口はコールドア

イルに配置する必要があります。

エアーフロー

電力仕様

一般的な電源仕様

次の表に、スイッチの AC入力電源の仕様の一覧を示しています。
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表 4 :電源仕様

仕様AC入力電源

100～ 240 VACAC入力電圧

公称 = 50～ 60 HzAC入力周波数

500 W電源装置出力容量

20ミリ秒出力ホールドアップ時間

電源要件仕様

次の表に、スイッチの AC電源の電力計算例を示します。

表 5 : AC電源の消費電力

パ

ワー：

220 V/50
Hz
（ワッ

ト）

パ

ワー：

110 V/60
Hz
（ワッ

ト）

ファン

トレイ

光学系

の番号

光学系

の速度

電圧温度トラ

フィッ

クレー

ト

PSU電力

モード

1071104832G-SW定格25 °C50 %2標準

130134424

1131164864G-SW

146150424

1091124832G-SW25 °C100 %2最大

13213642432G-SW

1151184864G-SW

14815242464G-SW

15315842432G-SW40°C

16617142464G-SW
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表 6 :電源ヒューズ情報

ヒューズ溶融時間I2t（アンペア2

秒）

ヒューズ定格（ア

ンペア）

ヒューズの種類PID

4分@15A

2分@30A

53415タイムラグDS-CAC-500W-I

30分@22.5A

0.15秒@50A

660DS-CAC-500W-E

コンポーネントの所要電力と発熱量

設置場所に必要な空調要件を決定するときには、熱放散を考慮してください。このスイッチに

関連する電力と熱は、次の考慮事項に応じて異なります。

•シャーシ外の環境（温度）

•シャーシ内の温度

•シャーシのハードウェアコンポーネントの障害

•平均スイッチングトラフィックレベル

次の表に、スイッチのコンポーネントの所要電力と発熱量を示します。

表 7 :スイッチの所要電力（最大値）と発熱量

入力電流発熱量（BTU/Hr）所要電力（ワッ

ト）

モジュールの種

類/製品番号
220 VAC（アンペ
ア）

110 VAC（アンペ
ア）

0.751.55491166（最大）Cisco MDS
9124V-K9 64-Gbps
24ポートスイッ
チ
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付録 A
ケーブルおよびポートの仕様

この付録には、このスイッチで使用されるケーブルとコネクタに関する情報が含まれていま

す。

電源コード配線や他の潜在的なノイズ発生源は、シスコ機器で終端するネットワークケー

ブル配線からできるだけ離して設置することを強く推奨します。並行して走る長いケー

ブルが存在していて、それらを 1 m（3.3フィート）以上離して設置できない場合には、
潜在的なノイズ発生源をシールドすることを推奨します。干渉を防ぐには、ケーブルを

アース付きの金属性コンジットに通してシールドする必要があります。

注意

•ケーブルおよびアダプタ（53ページ）
•コンソールポート（54ページ）
•アウトオブバンドイーサネット管理ポート（56ページ）
•サポートされる電源コードとプラグ（58ページ）

ケーブルおよびアダプタ
アクセサリキットには、次のものが含まれています。

• RJ-45 to RJ45ロールオーバーケーブル

• RJ-45-to-DB-9メス型 DTEアダプタ（Terminalとラベル）

• RJ-45-to-DB-25メス型 DTEアダプタ（Terminalとラベル）

• RJ-45-to-DB-25オス型 DCEアダプタ（Modemとラベル）

追加のケーブルとアダプタはカスタマーサービス担当者に発注できます。（注）
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製品をシスコのリセラーから購入された場合、テクニカルサポートについては、直接リ

セラーにお問い合わせください。この製品をシスコから直接購入された場合は、次のURL
でシスコテクニカルサポートまでご連絡ください。
http://www.cisco.com/c/en/us/support/index.html.

（注）

コンソールポート
コンソールポートは、RJ-45コネクタを備えた非同期のRS-232シリアルポートです。コンソー
ルポートを端末エミュレーションソフトウェアを実行しているコンピュータに接続する場合

には、RJ-45/RJ-45ロールオーバーケーブルと RJ-45/DB-9メスアダプタ、または RJ-45/DB-25
メス DTEアダプタを使用できます（コンピュータのシリアルポートに合わせてください）。

コンソールポートのピン割り当て

次の表に、スイッチのコンソールポートのピン割り当てを示します。

表 8 :コンソールポートのピン割り当て

電波状態表示ピン留め

RTS11

DTR2

TxD3

GND4

GND5

RxD6

DSR7

CTS8

1.ピン 1は内部でピン 8に接続されています。

DB-25アダプタを使用してコンソールポートをコンピュータに接続す
る

コンソールポートを端末エミュレーションソフトウェアが稼働しているコンピュータに接続

するには、RJ-45/RJ-45ロールオーバーケーブルおよび RJ-45/DB-25メス型 DTEアダプタ
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（Terminalとラベル）を使用します。次の表に、コンソールポート、RJ-45/RJ45ロールオー
バーケーブル、RJ-45/DB-25メス型 DTEアダプタのピン割り当てを示します。

表 9 : DB-25アダプタのポートモード信号とピン割り当て

コンソール装置RJ-45 to DB-25
ターミナルアダ

プタ

RJ-45 to RJ45ロールオーバーケーブルコンソールポー

ト

信号DB-25ピンRJ-45ピンRJ-45ピン信号

CTS581RTS

DSR672DTR

RxD363TxD

GND754GND

GND745GND

TxD236RxD

DTR2027DSR

RTS418CTS

DB-9アダプタを使用してコンソールポートをコンピュータに接続す
る

コンソールポートを端末エミュレーションソフトウェアが稼働しているコンピュータに接続

するには、RJ-45/RJ-45ロールオーバーケーブルおよび RJ-45/DB-9メス型 DTEアダプタ
（Terminalとラベル）を使用します。次の表に、コンソールポート、RJ-45/RJ-45ロールオー
バーケーブル、RJ-45/DB-9メス型 DTEアダプタのピン割り当てを示します。

表 10 : DB-9アダプタのポートモード信号とピン割り当て

コンソール装置RJ-45 to DB-9端
末アダプタ

RJ-45 to RJ45ロールオーバーケーブルコンソールポー

ト

信号DB-9ピンRJ-45ピンRJ-45ピン信号

CTS881RTS

DSR672DTR

RxD263TxD

GND554GND

GND545GND
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コンソール装置RJ-45 to DB-9端
末アダプタ

RJ-45 to RJ45ロールオーバーケーブルコンソールポー

ト

TxD336RxD

DTR427DSR

RTS718CTS

アウトオブバンドイーサネット管理ポート
10/100/1000管理イーサネットポートをハブまたはスイッチに接続するには、モジュラ型の
RJ-45、ストレート UTPケーブルを使用します。

図 17 : RJ-45インターフェイスケーブルコネクタ

2.ピン
8

1.ピン
1

次の表に、10/100/1000BASE-T管理ポート（MDI）ケーブルコネクタのピン割り当てと信号名
を示します。

表 11 : 10/100/1000 BASE-T管理ポートケーブルのピン割り当て

電波状態表示ピン留め

BI DA+1

BI DA-2

BI DB+3

BI DC+4

BI DC-5

BI DB-6

BI DD+7

BI DD-8

次の図は、10/100/1000 BASE-Tケーブルの概略図を示しています。
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図 18 :ツイストペア 10/100/1000 BASE-Tケーブル

次の表に、10/100 BASE-T管理ポート（MDI）ケーブルコネクタのピン割り当てと信号名を示
します。

表 12 : 10/100 BASE-T管理ポートケーブルのピン割り当て

電波状態表示ピン留め

TD+1

TD-2

RD+3

RD-4

未使用5

未使用6

未使用7

未使用8

次の図は、10/100 BASE-Tケーブルの概略図を示しています。
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図 19 :ツイストペア 10/100 BASE-Tケーブルの配線

サポートされる電源コードとプラグ
各スイッチの電源装置には、1本の電源コードが必要です。Cisco認定コードは、製品と一緒
に注文できます。国固有のプラグ付きの標準電源コードは、壁のコンセントで使用できます。

ジャンパ電源コードは、キャビネットのコンセントで使用できます。ユーザーは、この製品の

電源コード仕様を満たしている限り、製品の電源コードを自分で調達することもできます。

サポートされるのは、シスコから注文された標準の電源コードまたはジャンパ電源コー

ドだけです。

（注）

システムの電源コードを注文しない場合は、ユーザーの責任で製品に適した電源コード

を選択してください。この製品と互換性がない電源コードを使用すると、電気の安全性

に関する危険が生じる可能性があります。アルゼンチン、ブラジル、および日本向けの

注文では、システムとともに注文される適切な電源コードが必要です。

注意

標準的な電源コード

スイッチ用のシスコ標準電源コードには、コードのアウトレット側に IEC C15コネクタがあ
り、コードのインレット側に国固有のプラグがあります。

次の表に、スイッチでサポートされる電源コードと電源プラグを示します。
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表 13 :サポートされる電源コードとプラグ

電源プラグの参照図長さ電源プラグタ

イプ

電源コード部

品番号

ロケール

2.5 mIRAM 2073プ
ラグ（10 A）

CAB-9K10A-ARアルゼンチン

2.5 mSAA/3プラ
グ、AS
3112-1993（10
A）

CAB-9K10A-AUオーストラリ

ア

2.5 mGB1002
（10A）

CAB-9K10A-CH中国

2.5 mVIIGプラグ、
CEE（7）VII
（16 A）

CAB-9K10A-EUヨーロッパ

4.27 m（14フィー
ト）

SI 32パート
1.01（16A）

CAB-9K10A-ISRIsrael

2.5 m1/3Gプラグ、
CEI 23-16（10
A）

CAB-9K10A-ITイタリア

2.5 mCEE 7標準
シート VII
（16A）

CAB-9K10A-KOR韓国

1.82 m（5.12フィー
ト）

EL208、SABS
164-1（10 A）

CAB-9K10A-SA南アフリカ共

和国

2.5 m12G SEV 1011
（10 A）

CAB-9K10A-SWスイス

4 m（13.12 ft）CNS10917-2&
CNS 690
（15A）

CAB-9K10A-TWN台湾
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電源プラグの参照図長さ電源プラグタ

イプ

電源コード部

品番号

ロケール

2.5 mBS89/13、BS
1363/A

（13 A、交換
可能なヒュー

ズ）

CAB-9K10A-UK英国

2.5 mNEMA 5-15P
プラグ（15
A）

CAB-9K12A-NA北米

2.13m（7フィート）NBR 14136
（10A）

CAB-250V-10A-BRブラジル

ジャンパ電源コード

ジャンパ電源コードには、コードのアウトレット側に IECC15コネクタがあり、コードのイン
レット側に IEC C14コネクタがあります。このコードは、IEC C13コンセントレセプタクルと
互換性があります。このタイプのコンセントレセプタクルは、キャビネット内の配電に一般的

に使用されます。

次の表に、スイッチでサポートされるジャンパ電源コードと電源プラグを示します。

表 14 :サポートされるジャンパ電源コード

図長さプラグタイプ[説明
（Description）]

2.0 m（6.6
フィート）

IEC C14（250 VAC 10
A）

CAB-C13-C14-2M

3.0 m（9.8
フィート）

IEC C14（250 VAC 10
A）

CAB-C13-C14-3M

ファイバケーブル仕様

ファイバケーブルの仕様については、Cisco MDS 9000 Family Pluggable Transceivers Data Sheet
を参照してください。
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https://www.cisco.com/c/en/us/products/collateral/storage-networking/mds-9000-series-multilayer-switches/product_data_sheet09186a00801bc698.html


翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


